
①一般職員の勤務時間の状況�

１週間の
勤務時間

１日の
勤務時間

勤務時間 休憩時間
開始時刻 終了時刻 時間 開始時刻 終了時刻

38時間45分 7時間45分 8:30 17:15 60分 12:00 13:00
職員は交替で休憩を取っており、各種証明書は休憩時間中にも交付しています。

②一般職員の年次有給休暇の取得状況
（令和６年分）

平均取得日数 消化率
10.7 28.1%

（注）�令和6年1月1日から令和6年12月31日までの
全期間を在職した一般職員の状況です。

（４） 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（５） 退職管理の状況

（６） 職員研修の状況

（７） 職員の福祉および利益保護の状況（令和６年度）

③育児休業および部分休業の取得状況（令和６年度）� （単位：人）

区分
育児休業取得状況 令和６年度中に新たに育児休業が取得可能となった職員の育児休業取得状況

育児休業取得者数 部分休業取得者数 育児休業対象者数 うち育児休業取得者数 うち部分休業取得者数
男性 2 0 4 2 0
女性 11 9 3 3 0
合計 13 9 7 5 0

　地方公務員法第38条の２に基づき、職員の適正な退職管理に努めて
います。�
　令和6年度中の退職者の状況は右のとおりです。�

※�退職時に課長職以上の職員については、再就職状況を報告することとしており
ます。

①職員の福利厚生事業の実施状況
　福利厚生事業については、地方公務員法第42
条の規定に基づき、職員の保健や元気回復、その
他厚生事業を実施しています。　
　事業は、（一財）滋賀県市町村職員互助会、(一
財）滋賀県教職員互助会、日野町職員互助会にお
いて、弔慰金・祝金の給付事業、貸付・保険事業、
スポーツ・文化振興事業などを行っています。

退職者数 15人
　うち課長職以上 1人
　　うち再就職者 1人
　　　再就職先の内訳
　　　　官公署等 0人
　　　　民間企業・各種団体等 1人

①研修の状況� （単位：人）

一般（階層別）研修 83 新規採用職員、採用２年目職員、若手職員研修
集合研修 347 ハラスメント研修、人権研修等
専門研修 180 個人情報保護等
派遣研修（一般研修） 88 滋賀県市町村職員研修センター
    〃    （特別研修） 16 全国市町村国際文化研修所、滋賀県市町村職員研修センター
    〃    （専門研修） 38 滋賀県市町村職員研修センター、滋賀県建設技術センター、市町村アカデミー等

合　　計 752 ※延べ人数

名　称 (一財）滋賀県
市町村職員互助会

(一財）滋賀県
教職員互助会 日野町職員互助会

会員数（人） 262 5 232

個人掛金（円） 3,441,207 205,236 1,910,142

公費負担金(円） 2,861,217 0 1,777,963

一人当たり 
負担金（円） 10,921 0 7,664

●公平委員会の報告
（１）勤務条件に関する措置の要求の状況
（２）不利益処分に関する不服申し立ての状況
（３）その他
いずれも令和6年度において、要求はありませんでした。

※公平委員会とは　…
　職員が給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、
町の当局により適切な措置がとられるべきことを要
求することができる機関です。
　また、懲戒その他のその意に反する不利益な処分
を受けた場合、公平委員会に不服申し立てができる
ことになっています。

◆問い合わせ先　総務課　総務担当　☎ 0748-52-6500

日野町人事行政日野町人事行政のの運営等運営等のの状況状況のの公表公表
大
字
寺て

ら

尻じ

り

　　
大
字
寺
尻
は
、日
野
地
区
南
部
に
位
置
し
、

北
東
で
小
井
口
、南
東
で
鎌
掛
、南
西
で
清
田
、

北
西
で
木
津
と
接
し
て
い
ま
す
。字
域
中
央
を

大
き
く
カ
ー
ブ
し
な
が
ら
西
流
す
る
日
野
川

と
、日
野
川
の
支
流
南
砂
川
が
字
域
東
部
で
合

流
し
、集
落
は
日
野
川
の
北
側
に
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
地
名
は
、字
域
南
部
の
安
土
山
に
か
つ
て

あ
っ
た
朝あ

さ

日ひ

寺で
ら

の
裏
門
に
あ
た
る
こ
と
に
由

来
す
る
と
伝
わ
り
ま
す（『
滋
賀
県
の
地
名
』）。

　
寺
尻
は
、風ふ

呂ろ

流な
が
れ

遺
跡
か
ら
縄
文
時
代
草
創

期
の「
有ゆ

う

舌ぜ
つ

尖せ
ん

頭と
う

器き

」が
出
土
す
る
な
ど
早
く

か
ら
生
活
の
痕
跡
が
み
ら
れ
、古
代
か
ら
中
世

に
か
け
て
日
野
谷
一
帯
に
あ
っ
た
荘
園「
日ひ

の
の野

牧ま
き

」の
一
部
と
し
て
推
移
し
て
お
り
、朝

ち
ょ
う

日じ
つ

寺じ

遺い

跡せ
き

か
ら
は
中
世
の
石
仏
等
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
後
期
に
編
さ
ん
さ
れ
た『
蒲が

も

生う

旧き
ゅ
う

趾し

考こ
う

』に
よ
る
と
、か
つ
て
は
小
井
口
・
木
津
・

野
田（
日
田
）と
と
も
に「
原は

ら

郷ご
う

」と
称
さ
れ
、天て

ん

文ぶ
ん

17（
1
5
4
8
）年
、蒲
生
氏
に
よ
り
日
野
川

の
流
路
が
付
け
替
え
ら
れ
た
後
に
分
村
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。慶け

い

長ち
ょ
う

18（
1
6
1
3
）年
か

ら
幕
末
に
至
る
ま
で
、旗
本
日
野
氏
が
領
主
と

し
て
治
め
て
い
ま
し
た
。

御ご

代だ

い

参さ

ん

街か

い

道ど

う

と
茶
屋
町

　　
集
落
南
側
の
日
野
川
沿
い
に
は
、脇わ

き

往お
う

還か
ん

（
脇わ

き

街か
い

道ど
う

）で
あ
る
御
代
参
街
道
が
通
っ
て
い

ま
す
。こ
の
街
道
は
、東
海
道
土
山
宿（
甲
賀

市
）と
中
山
道
小お

幡ば
た（
東
近
江
市
）の
間
の
約

36
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
び
、室
町
時
代
に
は
、

湖
東
地
方
と
伊
勢
国（
三
重
県
）を
結
ぶ
山
越

え
の
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、寛か

ん

永え
い

17

（
1
6
4
0
）年
、春か

す

日が
の

局つ
ぼ
ねの
通
行
を
き
っ
か
け

に
街
道
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
街
道
の
通
る
字「
前ま

え

川が
わ
ら原
」に
あ
る
数
軒
の

町
並
み
に
は
、か
つ
て
は
茶
屋（
茶
店
）な
ど
が

並
び
、伊
勢
代
参
を
終
え
て
日
野
へ
帰
っ
て
き

た
人
々
を
迎
え
る「
坂
迎
え
」の
行
事
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら「
茶
屋
町
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

分
岐
点
に
あ
る
道
標

　　
集
落
か
ら
の
道
と
街
道
が
合
流
す
る
場
所

に
地
蔵
堂
が
あ
り
、そ
の
前
に
方
柱
型
の
立
派

な
道
標
が
あ
り
ま
す
。こ
の
道
標
に
は

　
　
右
　
長

ち
ょ
う

徳と
く

寺じ

百
く
わ
ん
音
へ
一
丁

　
　
　
　
ひ
の
か
ち
道

　
　
左
　
た
が
北
国
道

　
文
化
四
丁
卯
歳
三
月

　
　
　
　
　
　
中
井
氏
建
立

と
刻
印
さ
れ
て
お
り
、文ぶ

ん

化か

４（
1
8
0
7
）年

に
、二
代
目
中な

か

井い

源げ
ん

左ざ

衛え

門も
ん

光み
つ

昌ま
さ

が
建
立
し
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。右
に
進
め
ば
長
徳
寺
・

日
野
方
面
へ
、左
へ
進
め
ば
多
賀
・
北
国
へ
通

じ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、街
道
を
北
へ
向
う

旅
人
へ
の
案
内
で
す
。

光こ

う

臨り

ん

寺じ

と
長
徳
寺

　　
寺
尻
に
は
、浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
光
臨
寺

と
黄お

う

檗ば
く

宗
の
長
徳
寺
が
あ
り
ま
す
。

　
光
臨
寺
は
、永え

い

正し
ょ
う

元（
1
5
0
4
）年
に
開
か

れ
た
道
場
が
開
基
で
あ
り
、山
門
は
文
化
元

（
1
8
0
4
）年
に
初
代
中
井
源
左
衛
門
光み

つ

武た
け

が
寄
進
し
た
も
の
で
す
。

　
長
徳
寺
は
、蒲
生
氏
郷
の
曽
祖
父
・
高た

か

郷さ
と

に

嫁
い
だ
、愛
知
県
常と

こ

滑な
め

市
大
野
を
拠
点
と
し
て

大
野
水
軍
を
率
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
佐
治

氏
出
身
の
妻
の
建
立
で
す
。長
徳
寺
に
は
、後

補
が
あ
り
つ
つ
も
古
風
な
構
造
で
、穏
や
か
な

顔
立
ち
が
特
徴
の
平
安
時
代
後
期
造
立
の
木

造
十
一
面
観
音
立り

ゅ
う

像ぞ
う

が
あ
り
、墨
書
か
ら
、江

戸
時
代
に
奈
良
県
葛か

つ
ら

城ぎ

市
の
寺
院
か
ら
移
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」
　☎
0
7
4
8-

5
2-

0
0
0
8

茶
屋
町
を
通
る
街
道
と
地
蔵
堂

長
徳
寺
木
造
十
一
面
観
音
立
像
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